
１７年度予算額 １７年度決算額 １８年度予算額

●“青少年育成”の視点からの事業の自己評価

○

●1８年度の取組予定

●青少年対策推進本部　評価・方針

　１７年度の取組をふまえ、NPO法人との協働の取組として、青少年が深夜はいかいしている繁華街のパトロール活動を
引き続き実施します。また、青少年に声かけ・帰宅指導等を行う地域によるパトロール活動に対し、活動費を補助すること
で、地域との協働により青少年育成活動を推進します。

　青少年の相談支援活動に取り組むＮＰＯ団体等の連絡先案内カードを、繁華街等のパトロール活動を行う団
体等の協力により青少年に配布してもらうなど、青少年が自ら相談したいときに、相談しやすい環境づくりを進
める必要があります。

☆☆☆(目標以上又は目標どおり達成） (自己評価の説明)

☆☆　 (目標の７～８割程度達成)
地域で行う予防活動への支援を行うことができなかったため

☆      (さらなる取組が必要）

１７年度取組実績：
青少年等のケアシステム検討委員会の開催   深夜はいかいを繰り返す青少年とその保護者に対して、実効性
ある支援・取組等について、専門的見地から検討を進めました。
ガーディアン・エンジェルス深夜パトロールの実施　NPO法人　日本ガーディアン・エンジェルス横浜支部からの
提案を受け、青少年の深夜はいかい防止を目的としたパトロール活動を協働の取組をして実施しました。
また、検討委員会については、１６年度中に検討結果をまとめる予定でしたが、検討経過から内容をさらに深く
審議することになったことから、１７年度も引き続き検討を行いました。その結果、地域で行う予防活動への支
援の実施が、次年度以降の課題となり、個人情報保護の観点から、専門家チームによる訪問・相談活動は見
送ることとしました。

(備考欄）

1,500千円 千円 1,310 千円

22年度

●１７年度の取組内容
１７年度の目標：
深夜はいかいを繰り返す青少年とその保護者に対して、１６年度における検討委員会での検討内容を踏まえ、
再発防止に向けた具体的な取組を実施します。

20年度

21年度

●事業の目的及び概要 ●各年度の実績(概要）
　社会環境の大きな変化に伴い、青少年を取り巻く
環境は大変厳しい状況にあります。八都県市首脳会
議や三首長懇談会において市長が問題提起した深
夜外出を繰り返す青少年について、予防・再発防止
に向けた具体的な取り組みを実施します。１６～１７
年度において、横浜市青少年問題協議会の中に「青
少年等のケアシステム検討委員会」を設置し、専門
的見地から検討をすすめています。
今後は、繁華街のパトロール活動実施や地域でのパ
トロール活動への支援、専門家チームによる訪問・
相談活動を実施していきます。なお、実施にあたって
は、ボランティア・NPO法人など民間の協力を得ると
ともに、予防活動など地域との協働により取組を進め
ていきます。

16年度
　

青少年問題協議会の中に「青少年等のケアシステム検
討委員会」を設置し、専門的見地から検討を行う。

17年度 １６年度に引き続き、検討委員会での検討を行う。NPO法人
日本ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ・ｴﾝｼﾞｪﾙｽ横浜支部との協働の取組として、青
少年の深夜はいかい防止を目的としたﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施。

18年度

19年度

重点事業　平成1７年度取組状況評価、平成１８年度取組方針シート

事業名 青少年の深夜外出防止対策事業(H16:青少年等のケアシステム調査事業）

プランでの位置づけ
視点２　青少年が安心して心豊かに暮らせる環境づくり　目標④　安心して過ごせる社会の構築
重点的に取り組む事項４　安全で安心して過ごせる社会を目指し、非行防止活動等を推進します！

市民局青少年課　（平成18年度より、こども青少年局青少年育成課）担当局・課名


